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序

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
　
大
山
崎
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
　
中
　
島
　
三
千
男

　

 

『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
（
四
）
近
代
・
現
代
編
３
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
目
録
は
神
奈
川
大
日
本
常
民
文
化
研
究
所
（
以
下
「
常
民
文
化
研
究
所
」
と
略
）
が
刊
行
し
て
き

た
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
（
一
）
近
世
編
』
（
二
〇
一
九
年
三
月
刊
）
、
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
（
二
）
近
代
・
現
代
編
１
』
（
二
〇
二
〇
年
三
月
刊
）
、
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録

（
三
）
近
代
・
現
代
編
２
』
（
二
〇
二
二
年
三
月
刊
）
に
続
く
離
宮
八
幡
宮
文
書
の
目
録
と
し
て
は
最
後
の
目
録
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
常
民
文
化
研
究
所
」
が
こ
れ
ま
で
刊
行
し
て
き
た
、
大
山
崎
地
域
の
六
家
一
〇
冊
の
目
録
の
最
後
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
目
録
に
は
こ
れ
ら
の
目
録
作
成
に
中
心
的
に
関
わ
っ
て
き
た
田
上
繁
に
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
』
の
解
題
に
あ
た
る
部
分
だ
け
で
は
な
く
、「
常
民
文
化
研
究
所
」

の
四
〇
年
に
も
及
ぶ
大
山
崎
地
域
の
調
査
・
研
究
活
動
の
総
括
的
な
も
の
も
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
「
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録 

（
四
）
近
代
・
現
代
編
３
』
の
編
集
・
刊
行

に
あ
た
っ
て
」
。
以
下
、
「
編
集
・
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
と
略
）
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
最
初
の
『
疋
田
家
文
書
目
録
』
（
２
分
冊
、
二
〇
〇
五
年
）
の
刊
行
か
ら
今
回
の
最
後
の
目
録
刊
行
迄
二
〇
年
近
く
か
か
っ
て
し
ま
い
、
関
係
者
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

実
は
当
時
文
部
省
が
世
界
に
卓
越
し
た
研
究
業
績
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
に
企
画
し
た
「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
神
奈
川
大
学
の
「
人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
非
文

字
資
料
の
体
系
化
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
〇
三
年
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
「
常
民
文
化
研
究
所
」
は
そ
の
中
核
的
な
組
織
と
な
り
、
そ
の
中
の
「
大
山
崎
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
い
わ
ば
「
二
足
の
草
鞋
」
を
履
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
い
や
、
「
二
足
の
草
鞋
」
と
い
う
よ

り
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
国
、
大
学
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
の
方
に
重
点
を
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

こ
う
し
た
我
々
側
の
事
情
に
も
拘
わ
ら
ず
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、
こ
う
し
て
最
後
の
目
録
の
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
得
た
の
は
大
山
崎
地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
と
り
わ
け
最
大
の
史
料
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
離
宮
八
幡
宮
様
に
長
い
間
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
所
蔵
文
書
の
自
由
な
閲
覧
を
許
可
い
た
だ
い

た
だ
け
で
な
く
、
他
家
の
所
蔵
文
書
の
撮
影
な
ど
に
も
社
務
所
の
大
広
間
を
長
年
に
わ
た
っ
て
、
ご
提
供
い
た
だ
く
な
ど
、
津
田
定
明
宮
司
様
を
始
め
禰
宜
の
津
田
定
豊
様
、
そ
し

て
そ
の
ご
家
族
の
皆
々
様
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

こ
の
「
二
足
の
草
鞋
」
の
た
め
、 

「
編
集
・
刊
行
に
あ
た
っ
て
」 

に
あ
る
よ
う
に
、
私
共
自
身
の
研
究
成
果
と
い
う
点
で
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
常
民
文
化
研
究
所
」
が
大
山
崎
地
域
の
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
目
標
に
掲
げ
た
、
「
悉
皆
調
査
」
を
行
い
、
目
録
を
作
成
し
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

①
私
共
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
大
山
崎
地
域
の
研
究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
の
総
合
的
な
研
究
が
可
能
と
な
る
こ
と
。
②
こ
の
地
域
に
膨

大
に
存
在
す
る
中
世
か
ら
近
現
代
に
か
け
て
の
史
料
の
散
逸
を
防
ぎ
、
所
蔵
者
に
よ
る
伝
世
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
目
標
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、
何
と
か

達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

願
わ
く
ば
、
本
目
録
類
が
、
こ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
十
二
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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二
三
年
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（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所　

客
員
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
神
奈
川
大
学　

名
誉
教
授
、
同
元
学
長
）
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